
 
卒業おめでとう！！ 

 

コロナ禍を乗り切って、笑顔満開の春を迎えた３年生 
後輩の模範として、立派に振る舞った３年生 

校長面接で緊張しつつも、将来の希望を語った３年生 
二中の「思いやり」を心で表現した３年生 

二中を心の履歴に刻み、社会に貢献できる人材に！ 
 

 

 

式      辞 
 

 今年は早々と桜の開花も発表され、春の生命の息
吹が感じ取れる爽やかな時季になりました。本日こ
の良き日に、第７４回卒業式が挙行できますことを、
心から御礼申し上げます。新型コロナウイルス感染
予防対策で、人数が制限され来賓の方々や在校生の
いない少し寂しい卒業式にはなりましたが、皆さん
にとっては、最初で最後の中学校の卒業式です。何
年か経ったときの最高の思い出として、強く印象に
残る卒業式になると確信しております。 
 
 保護者の皆様におかれましては、お子様のご卒業、誠におめでとう
ございます。義務教育修了の節目を迎えたお子様の晴れ姿は、とても
感慨深いものです。 

この１年間、新型コロナウイルス感染症により、あらゆる行事が中
止になり、気を揉んだ日々だったと思われます。そのような厳しい状
況の中でも、保護者の皆さまが本校の教育活動や困難な対応にご理解
をいただいたこと、衷心より感謝申し上げます。 
 
 さて、卒業生の皆さん、ご卒業おめでとうございます。中学校３年
間、そして義務教育９年間の教育課程をすべて修了いたしました。そ
の証が今、手元にある「卒業証書」です。 

４月から新しい生活が始まります。毎日が充実した生活であればよ
いですが、苦労し、どうにも物事が前に進まないようなことがあるの
も事実です。そうした時に心の原点である大森二中での楽しい学校生
活を思い出してください。愛情いっぱいに支えてくれた人々への感謝
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の気持ちを忘れずに、前向きに堂々と生きていってほしいと思います。 
 

 今日は皆さんの門出に、昭和の偉大な漫画家の話をします。代表作
が鉄腕アトム、火の鳥、ブラックジャックといえば、そう手塚治虫さ
んです。未来や社会の問題提起をした漫画家でもあります。 

その手塚さんにも苦しい日々がありました。小学校・中学校時代に
いじめられた経験がありました。そのような大変な時期を乗り越えた
力は何だったのでしょうか。それは、いつでも声をかけてくれた友人
であり、漫画を描くことをほめてくれた先生であり、いつも身近で見
守ってくれた母親だったとご自身の著作で言っています。皆さんも何
かがあれば、周囲には助けてくれる友人や先生、そして保護者がいる
はずです。感謝してもし尽くしきれない恩があるはずです。 
 手塚さんには人生の分岐点がいくつかありました。その一つは、医
者になるか、漫画家になるかという進路の悩みでした。手塚さんの家
は代々の医者で、その後を継ぐことを期待されていました。しかし、
彼の中では漫画を描くことも選択肢としてありました。その時に母親
が 「自分の好きな道を選びなさい」 と、漫画家への後押しをして
くれたのです。その瞬間に国民的な漫画家になる手塚治虫が誕生しま
した。親の一言は偉大です。 
 もう一つ、大きな分岐点がありました。それは皆さんと同じ年代の
ころ、日本はアメリカ等と戦争をしていました。手塚さんも軍需工場
で働き、近くに焼夷弾が落ちて、死と隣り合わせになった経験があり
ました。昭和２０年８月１５日、戦争が終わり、そのときに 
「あ～、生きていてよかった」 
と、はじめて心の底から思ったそうです。手塚さんの作品が生命の尊
厳をテーマにしているのは、この時の戦争体験があったからです。 
 生命を大事にする姿勢、それは手塚さんの著作に『２１世紀の君た
ちへ ガラスの地球を救え』があります。その本の中に次のようなメ
ッセージがあります。 
「宇宙からのまなざしをもって、地球を眺めてみてください。悲鳴を
あげている地球が見えるはずです。人間は自然や大地から離れて生き
ることはできません。そんなつながりを大事にして、優しい感性をも
つ皆さんに育ってほしい」 

手塚さんは、地球を自分たちと同じ生命体と捉え、悲鳴をあげる地
球を救わなければいけない、とこれから生きる若い人たちに期待を寄
せています。１０年後、２０年後、さらに５０年後、その時に地球が
どのような景色になっているか、私たち大人も、未来に生きる皆さん
にも同じ責任があることを自覚していきましょう。自然と共生し、大
地の上で生きていく１人として、このメッセージを深く胸に刻み、手
塚さんが思い描く地球に少しでも近づけるよう生きて生きて生き抜
いていきましょう。 

最後に、これから社会の荒波へ羽ばたく皆さんに
『他人と過去は変えられないが、自分と未来は変え
られる』、との言葉を贈り、式辞といたします。 
 
 令和３年３月１９日 
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